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教育内容の明確な普遍的体育科カリ キュ ラ ムの確立に向けて ( IV )- 3年生児童を対象と した 「だるま浮き」 から 「平泳ぎ」 に発展させる学習過程の効果の検討一 

Designing for universal health and physical education curriculum with the 
definite content of education ( IV) : Study of the learning procedure to master 
the breaststroke through “Tuck Float” in the 3「d grade 
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This study examines the possibili ty for 3rd graders to swim 25 meters by the breaststroke. In the course of this study, the 

author taught students, following the order of ' floating' (Tuck float), 'breathing with the “ frog stroke” keeping the head out 

of the water ' and 'generating propulsive force from “ frog kick” or “whip kick ” I t was a plan of 12 periods to complete the 

unit , 

The results of this practice showed that students who could breathe for more than five times successively by 'Tuck Float' 

also could swim 15 meters by 93.1 percent or could swim 25 meters by 85.7 percent by breaststroke. The results also revealed 

that the understanding of procedure from students was deepened, being correspondent to the teaching plan of this unit; 

relaxations to float, 'pull and kick ' and a combination of pull-breathing-kick. 

M oreover, the results of the measurement scale for atti tude show that this practice was successfully done and enables stu- 

dent have a positive atti tude toward PE classes. 

It can be concluded that this process from the third grade is adequate and available area from 

perception and motivation. 

キーワー ド : 「 だるま浮き」 から 「平泳ぎ」 へ, 3 年生

Key words : master the breaststroke through “Tuck Float”, 3「d grade 

1 . 緒言
平成20年学習指導要領におけ る , 大き な改編の一つに

「水泳」 領域が 4 年生か ら 5 年生に さ れた こ と が挙げ ら

れる ' )。 改訂の主旨は , 発達段階を考慮 し 5 年生から と

し た と さ れてい る。 しか し , 平成元年学習指導要領の改

訂 にお い て

るのがよ い

2) , 適時期注' ) を考え れば 3 年生か ら設定す

と 考え ら れるが, 施設の不十分 さ から 4 年生

から独立領域と さ れた経緯 と直EL齒齬をき たす。

と こ ろで , 水野ら (1960) は, 3 歳幼児~ 21歳成人ま

での体比重 を測定 し , 男子は10歳から , 女子は12歳から

急 速 に増大 が開始 す る こ と を 報告 し て い る 3)。 合屋

(1989) は, 最大呼気時及び最大吸気時の身体密度から , 
男女 と も高学年よ り 中学年児童の方が浮きやすいこ と を

報告 し てい る 4)。 ま た , 後藤 (2008) は , 「泳 ぐ ために

は筋力 よ り も神経系の コ ン ト ロ ールを必要と す る」 と し , 

水泳は, 神経系の発達の著 しい小学校低 ・ 中学年の早い

時期に獲得 さ せ るのが有効であ る と し てい る 5)。 す なわ

ち , 身体組成や運動発達の観点から みる と , 水泳学習は

高

three points of view of ski ll ; 

学年よ り も中学年児童の方が適 し てい ると考え ら れる。 

下田ら (2008) は, 中学年 を対象に 「浮き身一呼吸確

保一推力創出」 を順に指導す る 「背浮き」 から と 「 だ る

ま浮き」 から入 る学習過程 を比較検討 し , 「 だ るま浮き」

から 「平泳ぎ」 へ移行す る10時間から な る単元計画を提

案 し てい る 6)。 すなわち , 「背浮き 一背泳 ぎ一 グロ ールー

平泳ぎ ( 3 年生) 」 「背浮き 一 背泳ぎ一 平泳ぎ一 クロ ール

( 3 年生 ) 」 「 だ る ま 浮き 一 グロ ール ー平 泳 ぎ 一 背泳 ぎ

( 4 年生 )」 「 だ る ま 浮き 一平 泳 ぎ 一 グロ ール ー背泳 ぎ

( 4 年生)」 の 4 つの指導過程の比較から , 「だるま浮き」

から始めた 2 群の方が, 「背浮き」 から始めた 2 群よ り

も いずれの種目におい て も 泳力 を高め得 る こ と を報告 し

てい る。 こ こ では , 「 だ る ま浮き」 から始める学習過程

は, 「 だる ま浮き 呼吸 を繰り 返 し てのだ る ま浮き」 の

順に取り 組み, 「浮き身 呼吸確保」 の習得 を大切に し

てい る。 そ し て , 「背浮き」 か ら始め る と , 呼吸の確保

で つまずき が生 じやすい こ と を示 し てい る。 ま た , いず

れの浮き身から始めた指導過程においても , 泳距離やフ オー
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ム, ス ト ロ ーク長等々の面か ら , ク ロ ールよ り も先に平

泳 ぎを学習 さ せる方がよい と し てい る。

一方, 学校体育同志会は, ドル平から始める指導過程

を提案 し てい る 7)。 そこ で, 佐々ら (2012) は, 上記 4 
つの指導過程以外の可能性 を探るため, 小学校 2 年生を

対象に , 「 だ る ま浮き 一 ド ル平」 の指導過程の検証結果

を報告 し てい る 8)。 その中で , 12時間の授業で 8 割近 く

の児童 を ドル平で15m を泳げたこ と を成果の一つ と し て

挙げてい る。 しかし , 子 どもの認識の変遷の質的分析や, 
25m 泳げなかっ た児童のつまずき の整理から , 「 ドル平」

は児童に と っ て呼吸の し に く い泳 ぎ方で あ る と 考え ら れ

る と し てい る。 その根拠 と し て , ド ルフ ィ ンキ ッ ク をす

る ためには上体 を沈 めなけ ればな ら ず , 「脱力」 ので き

ない児童が見 ら れた こ と を挙げてい る。 ま た , バ タ フ ラ

イ は , 平 泳 ぎ か ら 派 生 し た 泳法 で あ り 9), へ ツケ ル

(1988) の提唱する 「個体発生は系統発生を繰り 返す」 '°)

と い う 観点 か ら 見 て も , 同志会の人 た ち が主張す る

「 ドル平」 が平泳ぎよ り も先に自然発生す る と は考え難

い と し てい る。

そこ で , 本研究では, こ れらの先行研究の結果を受け

て 「 だ るま浮き」 から 「平泳ぎ」 へ移行す る指導過程 を

12時間で構成 し , 3 年生児童を対象に情意 ・ 技能 ・ 認識

の側面から学習効果 を検討す る と と も に , 「水泳」 領域

の設定学年に対する一つの知見 を得よ う と し

11. 方法

た c 

1 . 本実践の諸条件

表 1 は , 本実践の諸条件 をま と めた も ので あ る。

( 1 ) 対象

兵庫県下 F 小学校の 3 年生32名 (男子18名 ・ 女子14 
名) を対象と し た。 しかし , 単元前に 「平泳ぎ」 で25m 
泳げる児童が 3 名 (男子 2 名 ・ 女子 1 名) いたこ とから , 
本研究での結果は, こ の 3 名 を除い て分析 し た。

ま た , 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が どれだけ

で き るかを第 1 時に測定 し た結果, 3 分で き る児童が 3 
名 (10.3%) , 5 回 以 上呼 吸 が で き る 児 童 が 8 名
(27.6%) いたが, 4回以下の児童が18名 (62.1%) であっ

た。 な お , 2 年生におい て , 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る

ま浮き」 に取り 組んだ経験のあ る児重は11名であ っ た。 

しかし , 2 名は単元前に平泳ぎで25m 泳げたこ と から ,
本研究の対象と はし ていない。 残り 9 名のう ち , 1 名

は 5 回以上呼吸を繰り 返 し 3 分浮 く こ とができ た。 また, 
5 名が 5 回以上の呼吸ができ , 3 名は 4 回以下であ った 0 

「平泳ぎ」 での泳力測定は, 安全面 を考慮 し て, 単元

前には行わなか っ た。

( 2 ) 領域 ・ 教育内容 ・ 単元名 ・ 時間

水泳は, 特殊な環境での移動運動であり , 命 を守 る身

体操作 を習得 し なけ ればな ら ない。 
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表 1 . 授業の諸条件 
l 

ノ、J 

'j 3 学 i二 F 29名 対 l F 小学

一 _-l る ま浮 き 

吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き r、l 

、 

、、 一

名 l l ノ 

間 時 間 l 
解t 動 l ' 的学習 

学習 (ペア学習) 、 l / l、一 

施 設 l 
t 教諭 (教職 F) 

水中で身 を守 るためには, 「浮き身」 と 「呼吸確保」

が最も基本的な内容にな る。 こ れに推力が加われば水泳

と なる。 こ の 「推力創出」 の方法は様々あり , 近代四泳

法がその代表であ る。

本実践では, 下田 ら (2008) の提案する 「浮き身」 を

「 だるま浮き」 , 「呼吸確保」 を 「呼吸 を繰り 返 し てのだ

るま浮き」 , 「推力創出」 を 「平泳ぎ」 と し た力リ キユラ

ムを用い た 6) こ こ で0 は, 実験的実践の結果 をふまえ て

10時間の計画 を提案 し てい る。 しか し , 本実践では, 導

入での 「浮き身」 「呼吸確保」 のために, さ ら に 2 時間

追加 し た12時間計画と し た。

また, 実践校では, 海での遠泳 を 6 年生に行う よ う に

な っ てい るので , 競泳志向ではな く , 「長 く 浮 く ・ 泳 ぐ」

を大切に実践 し た。

こ れらのこ と から , 単元名 を 「 プカ ~ ンと 浮い て進 も

う ! 」 と し , 子 ども たち に脱力 し ながら ゆっ く り 進む意

識 を も たせよ う と し た。

( 3 ) 教授活動 ・ 学習集団

本実践では, どのよ う にすれば浮 く こ と ができ るのか ・ 

効率的に泳げるのか等の課題 を解決す る中で , 水中での

身体操作の習得 をねら う 課題解決的学習 と し た。 また, 
泳 ぐ こ と の得意な児童と苦手な児童 を組み合わせるペ ア

学習 と し た。 それは, 苦手な児童が得意な児童から学ぶ

方向だけではな く , 得意な児童も上手 く 泳げるよう になっ

て き た経験 を伝え る ・ 教え る中で , 「 どのよ う にすれば

泳げ る よ う に な るのか」 と い っ た , 運動の理解がよ り 深

ま る双方向の学 びの成立 を期待 し たから であ る。

( 4 ) 学習過程 ・ 施設

「浮 く 」 こ と を課題と し た場合 , あ る程度の深 さ のあ

る方が体感 さ せやすい。 し たがっ て, 基本的には単元 を

通 し て水深がほぼ胸の高 さ の大 プールで取り 組ませた。 

し か し , キ ッ ク や手 と足 の コ ン ビネ ー シ ョ ン を指導す る

際, 見やすい よ う に と い う 配慮から , 適宜小 プールも使

用 し た 0 
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表 2 には本実践の学習過程 を示 し た。

『だ る ま浮き で長 く 浮かぼう 』 では , 「 プカ ~ ンと 浮

こ う ! 」 「パ ッ と呼吸 を し よ う ! 」 を課題 と し て 「浮き

方」 「呼吸の仕方」 「立ち方」 の習得を目標と し た。

「浮き方」 に関 し ては, 全身に力 を入れる こ と と , 力

を抜 く こ と を比較さ せ, 力 を抜 く 方が浮きやすいこ と を

確認 さ せた。 ま た , 「浮 く 」 こ と を よ り 体感 さ せ る ため

に, 「潜る」 活動 も取り 入れた。 具体的には, 仲間の股

を く ぐ っ た り , 身体 を大の字に し て全身 を床 につけ る

「 ヒ ト デ」 に挑戦させた。

「呼吸の仕方」 は, 準備運動にパ ブリ ン グと ボ ビ ング

を取り 入れ, 基本的な呼吸の仕方 を確認 さ せた後, 「呼

吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 に取り 組ませた。 すなわ

ち , 平手で水 を押 さ え て顔 を上げて , ゆっ く り 呼吸す る

よ う に さ せた。 なお , 繰り 返 しの回数の目標は, 先行研

究 (下田ほか, 2008) を参考に 5 回 と し た6)。 併せて, 
ゆっ く り長 く 浮き続け る こ と を志向 し てい るために, 3 
分と い う 目標値 も 設定 し た。

「立ち方」 は, 呼吸 をす る際の手の使い方 と 関連 させ

て取り 組ませた。 この 「立ち方」 を習得す る こ と は, 命

を守 る安全教育に も つ ながる と 考え てい る注2)。

『浮い て ・ 息継 ぎ を し て泳 ごう 』 では, 「呼吸 を し な

がら進も う ! 」 「息継 ぎの タ イ ミ ングを考え て進も う ! 」
の 2 つ を課題 と し た。 その際, 身体 を伸ば し た ス ト リ ー

ムラ イ ンを意識 し た 「け伸 び」 に も取り 組ませた。 こ こ

では, 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 での 「水 を下

に押す」 よ う な手の使い方 を想起 さ せ , キ ッ ク をせずに

プルだけ で浮 く 平手呼吸に取り 組ませた。 その際, ペ ア

にな っ た子が, 手の先 を持 っ て呼吸の手助け をす る補助

の仕方 も指導 し た。 その後に , 推力確保のためのキ ッ ク

を指導 を し た。 その際, プールサイ ドで足の指 を反 らせ, 

補助 を さ せながらかえ る足動作 を確認 さ せた。 そ し て , 
下半身だけ を水中に入れて, 足の裏で水 をキ ッ クす る感

覚 をつかませる よ う に し た。 その後, 水中で ビー ト 板 を

持 っ て キ ッ ク の練習 を さ せた。 ペ アの子には , 足 の指 を

反 らす よ う に足 を持たせ, キ ッ ク し ては さ むリ ズムを感

じ させながら補助 させた。 

ク を分習的に学習 し た後, 
こ のよ う に, 3 時間 プルと キ ッ

第 7 時から 「息継 ぎの タ イ ミ

ングを考え て進も う ! 」 を課題と し , 手 と呼吸 と足の コ

ン ビネ ー シ ョ ンに取 り 組ませた。 その際 , 「手 パ ッ , 
キ ッ ク 。 伸 びて 。 手 パ ッ , キ ッ ク 。 伸 びて 。」

と 手足の タ イ ミ ン グと リ ズムを確認 し やすい よ う に , 声

をかけ合いながら取り 組ませた。 そ して, 第 8 時に大プー

ルの横幅である13m に, 第 9 時に15m, 第10時から25m 
へと少 しずつ長い距離に挑戦さ せた。 その際, 速 さ は求

めず, ゆっ く り 泳 ぐ こ と を意識 さ せた 0 

第10時から12時は, 『楽に長 く 泳 ぐこ と に挑戦し よ う 』

を テ ーマ に , 平泳 ぎで25m 泳 ぐ こ と に挑戦 さ せた 0 
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なお , 技能のイ申びは , 8 時以降の距離への挑戦におけ

る達成率 を判定資料と し

2 . 学習成果について

( 1 ) 情意的側面

た 0 

子 どもの体育授業に対す る愛好的態度 を測定するため

に, 態度測定法' ') を単元前後に実施 し た。

( 2 ) 技能的側面

「浮き身」 「呼吸の確保」 は, 「呼吸 を繰り 返 し てのだ

る ま浮き」 の時間 と 呼吸回数で評価 し た。 評価基準は

「A : 3 分でき る」 「B : 5 回以上呼吸ができ る」 「C : 4 
回以下の呼吸 し かでき ない」 と した。 記録は, 児童 を 2 
つのグループに分け , 教師の 「始め」 の合図で 「呼吸 を

繰り 返 し てのだ るま浮き」 を始めさ せ, 立 っ た時点で終

了 と し た。 呼吸回数はペアの子が数え , 時間は教師が読

み上げた タ イ ムをペ アの子が聞き 取り 記録 さ せた。 

「推力創出」 は, 「平泳ぎ」 で泳いだ距離で評価 し た

評価基準は 「 A : 25m 泳げる」 「B : 15m 以上泳げる」

(、 

「c : 15m 泳げない」 と し た。 記録は, 各 コ ースに 1 人
ずつ入り , 教師の合図でス タ ー ト させ, 立 っ た地点まで

の距離 を測定 し た。

いずれの評価 も 3 段階に し たのは, 文部科学省の言う

「十分満足で き る」 「 おおむね満足で き る」 「努力 を要す

る」 に相当す る も のと し て設定 し たc 

なお , 泳力測定は, 前述 し たよ う に , 第8時から実施

し た。

( 3 ) 子ど もの認識の変容

「 1 . 精一杯運動す る こ と がで き ま し たか (情意)」
「 2 . う ま く なっ たこ とがあり ま し たか (技能)」 「 3 . 
『あ っ そ う か』 『わかっ た ! こ う すればいいのか』 と い う

こ と があり ま し たか (認識)」 「 グループの人たち と , 力

を合わせて仲良 く 運動す るこ と がで き ま し たか (社会的

行動) 」 の 4 項日から な る 「 よい授業への到達度調査」 '2) 

に子 ども の感 じ た こ と や考え た こ と を自由記述で き る よ

う に し た ア ンケ ー ト 調査 を毎授業後に実施 し た。 す なわ

ち , 「はい」 「いいえ」 の割合 を量的に分析す る と と も に, 

記述内容 を カ テ ゴリ ー化 し た質的な分析 を行い , 子 ども

の認識の変化 を把握 し た。

なお, 本調査は, 休み時間 ・ 放課後等の授業時間外に

行 っ た。 

111. 結果な らびに考察

1 . 情意的側面について

表 3 は, 態度測定の診断結果 を示 し た も のであ る。

態度測定の結果は, 男女 と も に 「高い レベル」 で , 授

業は 「成功」 と 診断 さ れた。 また, 男女 と も に共通 し て

標準以上の伸 びを示 し た項日は, 「 よ ろ こ び」 尺度で 4 
項日 , 「評価」 尺度で10項目見 ら れた (、 
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0 「浮 く 」 では, 「だ るま浮き」 に取 り組ませ る。 その際,
浮き ながら力 を入れる ・ 抜 く を比較 させ るな ど して , 脱力
と姿勢保持の力加減 を見つけ られるよ う にする。 また, 浮
いた後に水を少 し下に押さ えた上手な立ち方に取り組む。 

0 「浮 く 」 こ と をよ り 体感 させ るために, 「潛 る」 活動に取
り組む。 その際, 水中カ メ ラ を活用 し , い ろい ろなポーズ
を認めて楽 し く 運動でき るよ う にする。

0 潜水に抵抗のある児童には, 手をと っ て一緒に潜り , 沈ん
で浮き上がる感覚を段階的につかませる。 

課題 パッ と呼吸を しよ う l
l 

0 毎時間, パブリ ング ・ ボ ビン グに取り組ませ, 呼気を中心
と した呼吸法 を習得でき るよ う にする。

0 一旦沈んで浮き上がる感覚をつかませ, 浮き上がっ た時に,
手の動作に合わせて息継ぎ を させ る。 その際, ゆっ く り す
るこ と に価値 をお く 。

0 「呼吸を繰り返 してのだるま浮き」 では, 連続 5 回を目標
と し , 上手な子を見本に呼吸 ・ 脱力の仕方のポイ ン ト を発
見させながら , 全体で共有する。 

l 
0 「呼吸を繰 り返 してのだるま浮き」 の練習 をさせ, 呼吸の

際に, ゆっ く り と かいて , 進める こ と を感 じ させる。 
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0 下肢の同時屈伸動作と上肢との
コ ン ビネーシ ンヨ

・ 15 m を 5 回以上の息継ぎで移動

l 
3 . 「平泳ぎ」 で 25 m泳ぐこ と に

挑戦する。 (3 h )
<浮いて, 呼吸を して, 移動する> 
0 平泳ぎ
・ かえる足動作の習得

・ 段階的に距離を伸ばす
13 m (横) - 15 m-25 m 

課題 呼吸を しながら進も う l 
' 

0 「け伸び」 の姿勢 を陸上で確認 させる。 腕は耳の後ろで し
っ かり と肘 を しめさせ る。

0 水中で 「け伸び」 を して , ス ト リ ーム
ラ イ ン を確保 で き る よ う にす る。 そ し
て , 「け伸び」 で止ま っ た所から息継ぎ
をする (平手呼吸)。 その際, ペアの子
が手の先 を持っ て呼吸の手助け をする と
こ ろから始める。
0 陸上でペアの子がつま先 を持 ちながらか

える足の動作を確認 した後, 水中で も同
じよ う にペアで取り組ませ る。 

課題 息継ぎのタ イ ミ ングを考えて進も う l
l 

0 「け伸び」 の後, 上肢と下肢の協応動作 ができ るよ う に,
「手 一パ ッ , キ ツク一。 伸び て 一, 手 一 パ ッ , キ ツクー」

のリ ズムでイ メ ー ジさせる。 その際, べ アで声をかけ合い
なが ら取 り 組ませ る。

0 「呼吸 を繰り返 してのだるま浮き」 での手の動か し方 を想
起させ, 手は 「推力創出に」 ではな く 「呼吸確保のために」
動かすこ と を させ る

l 
課題 「平泳ぎ」 で25 m を泳ぎ切ろ う l 

' 

0 かえる足動作の習得を目標と しペアで陸上で足の動作確認
の後, 水中で観察 し合いながら取り組む。 でき ていなけれ
ば, ビー ト板 を活用 してキ ッ ク動作の練習 (足の裏 を持っ
て引きつけた時につま先が外に向く よ う に補助 をする) を
す る。

0 「伸びて , 手 パ ッ (呼吸) , キ ツク 。」 のリ ズムで,
特に 「伸びて一」 の際, しっ かり 「け伸び」 の姿勢で伸び
るこ と を強調 して指導する。

0 13 m (横) ・ 15 m ・ 25 m と段階的に距離を伸ばしていき ,
不安感 を与えないよ う にする。 また, 深い方に台 を沈めて
深い方から浅い方へ泳 ぐよ う に して, 恐怖心を取り除く よ
う にする。 
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表 3 . 態度測定の診断結果

意見項目 

- l 
、 、 、 l l 

l l 

持 間の1 E- _・ 長 l ,又:フ 

2 i動、一( 一る よ ろ こ び l ,
i、 3 ー る態度 l , ,

改の; 4 加 l , ,

5 ー る好 
・ 、 ' 

,, ,
6 / i的な l 動意欲 l 、 

7 動 に よ る角 放感 l 
8 は り き る ち l r- 

、 

態 二点 l 4 4
一一 

評 

9 :二の印, l , ,,又 / 
10 の育 , l , ,l l _ 

、F 
11 、 :への意欲 l , ,,

12 仲間と の協ノ , ,
i動の 、 13 、、Lさ l , /フ

、

14 がんば る し さ l 
i動の: ]二フ 15 , ,

16 」 動 l 
価 17 仲間への 、いや り l , ,

18 二 的 な態度 l , ,,
態 二点 l 5 5

、 、 い レベル い レベル
一i 後の態 点 l日 日J l ノ 

、 
間の; l 功 l 功 ・、

l ノ 

「 よ ろ こ び」 尺度の 「 4 . 授業時間の増加」 ・ 「 5 . 体

育に対す る好嫌」 ・ 「 8 . はり き る気持 ち」 は意欲に, 
「 3 . 挑戦する態度」 ・ 「評価」 尺度の 「 9 . 授業の印象」 ・ 

「10. 精神力の育成」 ・ 「11. 課題解決への意欲」 ・ 「13. 
運動の爽快さ」 ・ 「14. がんばる楽 し さ」 ・ 「15. 運動の工

夫」 ・ 「16. 深い感動」 ・ 「18. 主体的な態度」 は技能と認

識に, 「評価」 尺度の 「12. 仲間と の協力」 ・ 「17. 仲間

への思いやり」 は社会的態度にかかわる内容であ る。 こ

れらの向上から , 仲間 と かかわっ て教え合い ながら , 動

き が上達 し , やる気 を も っ て授業に取り 組めていたこ と

が示唆 さ れた。 ま た, 単元後の態度得点や授業の成否か

ら , 本実践は子 ども たちの体育授業に対す る愛好度 を高

め得 た と 評価 さ れた。 

2 . 技能の習得状況

表 4 は, 「呼吸 を繰り 返 し てのだ る ま浮き」 と 「平泳

ぎ」 の習得状況 を示 し た も のであ る。

下田 ら (2008) が, 泳ぎを習得 し た と 見て よい と す る

「呼吸 を繰り 返 し てのだ るま浮き」 で呼吸 を 5 回以上で

き , 「平泳ぎ」 で15m 以上泳げた児童6) は93.1% と高値

を示 し た。 また, 25m 泳げる児童は82.8% であ っ た。 す

なわち , 後述す る 1 名の ト ラ ウマのあ る子 (G 児 ) と F 
児 を除 く 全員 を泳げる よ う にす る こ と ができ た。

図 1 は, 単元終了時の 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮

き」 ができ た時間と 「平泳ぎ」 で泳いだ距離の関係 を示

し た も ので あ る。

両者には0.67の有意な相関が得 ら れ, 「呼吸 を繰り 返

し てのだる ま浮き」 が長い児童ほ ど, 「平泳ぎ」 の泳距

離は長い傾向が見 ら れた。

一方, 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 で , 2 分台

がゼロ で , 2 分に壁があ るよ う に思われた。 こ の 2 分の

(m) 

25 

20 
泳

15 
距

10 
離

5 

0 . l , l l n = 29 

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 (分)

「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 がで き た時間

図 1 . 「呼吸 を繰 り返 してのだるま浮き」 が

でき た時間 と 「平泳ぎ」 の泳距離の関係

注) 図中のアルフ アベ ツ ト は個を示 し てい る壁の存在は, 
先行実践 (佐々ほか, 2012) におい て も 認め ら れてい

る 8 )。 逆に言えば, 2 分で き る よ う になれば, 3 分以上

続け ら れる よ う に な る と 推察 さ れた。

3 分続け ら れた児童は, 呼吸 を し た後, 一旦沈むが, 
浮い て く るまで 「 だ るま浮き」 の姿勢 を保持 し , 呼吸が

しやすい体勢にな っ てから ゆっ く り 脱力 し て呼吸動作に

入 っ てい る。 し かし , 2 分以下の児童は, 「だ るま浮き」

や呼吸動作に力みが認めら れ, 浮き上がる前に次の呼吸

表 4 . 技能の習得状況

平泳ぎ (泳距離) 
基準 単元前 l 単元後 l A : 25m 以上 l B : 15~ 25m l C : 15m 未満 

呼吸 を繰 り 
返 してのだ 
る ま浮き 

C : 4 回以下 18人(62.1%) l 計 1人( 3.4%) l o人( o%) l 0 人( o%) l 1 人(3.4%) 
B : 5 回以上 8人(27.6% ) l 計 5人(17.2% ) 2人( 6.9%) l 2 人 ( 6.9%) 1人 (3.4%) 
A : 3 分 3人 (10.3%) l 計23人 (79.3%) 22人 (75.9%) l 1人 ( 3.4%) 0人( o%) 

計24人(82.8%) l 計 3 人(10.3%) l 計 2 人(6.9%) 
両者と も B 基準以上 : 計93.1% 
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を し よ う

呼吸回数

ら れなか

と す る傾向が見 ら れた。 

筒 井

こ れでは

は多 く な っ て も 浅い呼吸に な り , 
っ た要因 と 推察 さ れた 0 

茂 喜 佐

結果と し て

2 分以上続け

3 . 子ど もの認識の変容

図 2 は, 「 よい授業への到達度調査」 を量的 ・ 質的に

分析 し た も のであ る。 具体的には, 各項目の 「はい」 の

割合 を量的に示 し , 「『あ っ そ う か』 『わかっ た ! こ う す

ればいいのか』 と い う こ と があ り ま し たか」 の項目に記

述 さ れてい る内容 を カ テ ゴリ ー分析 し , 「児童の認識の

変遷」 と し てま と めた も のであ る。 

「精一杯運動す る こ と がで き ま し たか」 は , 「はい」

と回答 し た児童の割合が, 単元序盤に90% 以上, 第 3 時
から単元終了までは100% の高値 を示 し た。 こ のこ と は, 
児童が単元 を通 し て夢中にな っ て活動で き てい たこ と を

示唆 し てい る。 

「 う ま く な っ た こ と があ

て も , 好意的比率は単元 を

た (、 こ のこ と は , 毎時間, 

り ま

通 し

上達

し たか」 の技能面に関

て85%以上の高値 を示

を実感 し ながら授業に

し

し

取

々 敬 政 後 藤 幸 弘

り 組むこ と がで き たこ と を示 し てい る。 第 3 時に , 
い」 と肯定的な回答を示 さ なかっ た児童が若干存在 し

「は

た c 

しか し , それらは 5 回以上の呼吸 をす る と い う 課題 を達

成 し てい る上手にで き る子であ っ た。 す なわち , 90%以

上の児童が, 
こ の結果は, 

「浮き身」

単元計画

「呼吸確保」 に上達を感 じてし

た」 等 , コ ン

内容が多数見

第10時から

た c 

の導入段階を 2 時間増や し たこ と

が妥当であ っ たこ と を示唆 し てい る。

ま た , 第 7 時は , 初めて手 と足 の コ ン ビネ ー シ

取り 組んだ時間であ るが, 「はい」 が90% と 高値

た。 記述内容 を見 る と , 「手 パ ツ キ ッ ク の

を頭の中で言い ながらす る と タ イ ミ ン グがびっ たり

ビネ ー シ ヨ ンが上手 く い つた こ と に

ら れた。 

は25m に取り 組んだが, 

ョ ン に

を示 し

リ ズ ム

と合 つ

関す る

第11時には全ての

児童が最高記録 をだ し , 全貝が 「はい」 と回答 し た。 12 
時の若干の低下は, 11時までに25m 泳げた子が, 
おい て も同様 に25m 泳げたこ と か ら , 
し た

「

こ と に よ る も ので あ っ た。 

『あ っ そ う か』

「いいえ」

12時に

を選択

『わかっ た ! こ う すればいいのか」

70 

65 

60 

『浮き身 ・ 呼吸確保』

だ る ま浮 き 呼吸

『呼吸確保 ・ 推力創出』

平泳 ぎ : キ ッ ク と 呼吸の分習

『推力創出』

平泳ぎ 25 m に挑戦

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

図 2 , 

11 

「 よい授業への到達度調査」 の単元経過に伴 う 数値の変化と

記述内容から整理 し た児童の認識の変遷

102 

12 (時) 

と



教育内容の明確な普遍的体育科カリ キュ ラムの確立に向けて ( IV 

い う こ と があ り ま し たか」 につい ては, 単元 を通 し て90 
%以上の高値 を示 し た。 こ のこ と と 「 う ま く な っ たこ と

があ り ま し たか」 の結果から , 児童は, 毎時間, 新たな

発見 ・ 気づき があ り , わかり ながら で き る よ う にな っ て

い た と 考え ら れた。

記述内容から 認識の変遷 を見 る と , 単元前半は, 「力

を抜い た ら白然 と 浮かんで き た」 「 プ カ ~ ンと 浮 く ため

には力 を抜 く 必要があ る」 な ど, 「浮き身」 と 「脱力」

につい ての記述が多 く 見 ら れた。

単元中盤に な る と , 「力 を抜い て プ カ ~ ン と 浮い て く

るま で待 てばいい」 「力 を抜 く 方が息継 ぎ を し やすい」

な ど, 「脱力」 が 「呼吸確保」 を容易 にす る こ と に関す

る内容が見 ら れた。

ま た , 単元後半 には , 「力 を抜い て遅 く て も いいか ら

ゆっ く り と」 「力 を抜 く と 疲れない」 な ど, 「推力創出」

にかかわっ て , ゆっ く り と楽に泳 ぐためには脱力が大切

であ る と い う 内容が見 ら れた。

す なわち , 「脱力」 に関す る記述は単元 を通 し て認め

ら れたが, 「浮き身 一 呼吸確保 一推力創出」 と の関連性

の中で , 質的 な変化が見 ら れたが, 単元全体に認めら れ

た。

「脱力」 に関す る記述以外は , 「 プル」 「 キ ッ ク」 「 コ

ン ビネ ー シ ョ ン」 に ま と め る こ と がで き た C) 

「 プル」 に関す る記述は, 「水 を集める よ う に」 「 2 つ
の円 をか く 」 「胸の前に水 を集める」 等, 「呼吸 を繰り 返

し てのだるま浮き」 で手の使い方 を課題と し た第 2 時か

ら多 く 見 ら れる よ う にな っ た。 そ し て , 「呼吸 を繰 り 返

し てのだるま浮き」 での手の使い方 を 「平泳 ぎ」 に生か

そ う と す る記述が多 く 見 ら れるよ う にな っ た。

ま た , 「 キ ッ ク」 に関す る記述は , 第 6 時か ら多 く 見

ら れる よ う に な っ た。 始 めは , 「 曲げ て 一蹴 っ て 一閉 じ

る」 と い っ た キ ッ ク の仕方 につい ての記述が多 か っ た 0 

し か し , 泳距離測定の段階にな る と , 「つま先 を膝につ

け る よ う に反 ら す」 「太 も も にかかと を付け る」 等 , あ

お り 足 に な ら ない よ う に し よ う と す る な ど, 推力発揮 に

関す る内容が見 ら れる よ う に な っ た。

「 コ ン ビネ ーシ ョ ン」 に関す る記述は , 第 7 時から多

く 見 ら れる よ う に な っ た。 「手 一パ ツ ー キ ッ ク 一1234の

リ ズムが大切」 と い っ た, 言葉 を活用 し た リ ズムに関す

る内容か ら , 「パ ッ の時 t こ足 を曲げればいい」 等 , 手 と

足の タ イ ミ ン グを合 わせ る ポイ ン ト に関す る内容に変化

が見 ら れた。 

以上のよ う に , 「脱力」 は単元 を通 し て一貫 し て認め

ら れ, 「 プル」 に関す る記述は 2 時以降 , 「 キ ッ ク」 は 6 
時以降見 ら れる よ う にな り , 第 7 時から は 「 コ ン ビネ ー

シ ョ ン」 に関す る記述が授業計画に即 し て認めら れた。 

一般に, 前の課題が解決で き てい なけ れば, 次の課題に

学習者の意識は向かない と さ れてい る '3)。 し たが っ て , 
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児童の認識の変遷と , 本単元の学習過程 と の間にはズ レ

は認めら れず , 時間配当等 も適切であ っ た と 考え ら れたc 

「 グループの人たち と力 を合わせて仲良 く 運動す る こ

と がで き ま し たか」 の社会的行動面に関 し て も , 単元 を

通 し て90% 以上の高値 を示 し た。 こ のこ と は, ペ ア学習

が機能 し てい た こ と を示 し てい る。 

こ れまで , ク ラ ス全員の結果で考察 し てき たが, 次項

では , 「呼吸 を繰り 返 し てのだる ま浮き」 がで き た時間

と 「平泳ぎ」 の泳距離から A ・ B の 2 群に分類 し て, 両

群の特徴を明 らかに し , 今後の指導に対す る留意点 を得

よ う と し た。 

4 . 「 呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 がで き た時間 と

「平泳ぎ」 の泳距離の関係から分類さ れる児童の特徴

図 3 の ( A) と (B) は, 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま

浮き」 が 3 分でき て, 「平泳ぎ」 で25m 泳げた児童 (A 
群) と , 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が 3 分で き

ない , ま たは 「平泳 ぎ」 で25m 泳 ぐ こ と のでき なかっ た

児童 (B 群) に分け て , それぞれの気づきの変遷を示 し

た も ので あ る。

( 1 ) 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が 3 分で き て

「平泳ぎ」 で25 m泳げた児童の気づき

A 群では , 「 プル」 に関 し て , 第 3 時ま で 「呼吸 を繰

り 返 し てのだ るま浮き」 に取り 組んだこ と から , 呼吸確

保のための手の使い方 と , 「パ ッ」 と 息 をす る息継 ぎに

関 し ての記述が見 ら れた。 第 3 時 には , 96% の児童が

「水 をなで るよ う に」 「優 し く 水 を 2 つにでき ま し た」 等 , 
プルについ ての記述がみら れ, 効率的に呼吸がで き る腕

の使い方のポイ ン ト を発見 ・ 習得 し たこ と が読み取 ら れ

た。 第 4 時からは , ス ト リ ームラ イ ン を確保 し なが ら呼

吸 をす る取り 組みを し たが, こ こ では, 「 だ るま浮き と

平泳ぎの手の使い方は同 じ だと いう こ と に気づき ま し た」

等, 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 の手の使い方 と , 
ス ト リ ームライ ンを確保 し た上での手の使い方 と の共通

点 を見出 し , 動 き をつ なげ よ う と す る記述が第 4 時の

80.0% , 第 5 時の81.8% と なっ て表れていた。 

「脱力」 に関する記述は, 第 1 時 を最高値に, 4 時 ・ 

7 時 ・ 9 時 ・ 11時 ・ 12時に高値を示 した。 第 1 時で高値

を示 し た こ と には , 「浮 く 」 こ と を実感 さ せ る ために , 

「力 を入 れてのだ る ま浮き」 と 「力 を抜い てのだ る ま浮

き」 を比較させたこ と によ り , 力 を抜 く 方がよ り 浮け る

こ と を実感 し た こ と に よ る。 第 4 時は , ス ト リ ームラ イ

ン確保から の プルが課題で あ っ たが, 「呼吸 を繰り 返 し

てのだ るま浮き」 と 同 じ よ う に 「力 を抜 く から息継 ぎが

しやすい」 と い っ た記述内容が多 く 見 ら れた。 第7時は, 
初め て プルと キ ッ ク の コ ン ビネ ー シ ョ ンに取 り 組 んだが , 

改めて脱力す る大切 さ に気付い てい る こ と が認め ら れたc 

特に, 「『イ申びる 一』 の所で力 を最大まで抜 く と , 上手 く
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図 3 . 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が 3 分でき て 「平 永ぎ」 で25m 永げた児童 (A) の気づき と

「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が 3 分でき ない , または 「平泳ぎ」 で25 m泳げない児童 (B) の気づきの変遷

進めま し た」 等 , キ ッ ク を し た後, 脱力 し て浮い て く る

まで待つこ と が大切であ るこ と に気付い てい る児童が多

く , 浮けば呼吸 を確保でき る と いう 安心感をも つこ と の

で き る時間 と な っ た と 見 ら れた。

第 9 時は, 15m に挑戦 し た時間であ っ たが, 脱力す る

こ と が泳力 を伸ばすこ と に気付いていた。 し かし , 第10 
時に, 脱力の割合が若干低下 し た。 それは, 本時から , 
25m を泳 ごう と させたため, 推力確保のための 「 キ ッ ク」

に意識が向き す ぎて脱力 を忘 れたこ と によ る も ので あ っ

た。 結果と し て , 泳距離 を大き く 伸ばせなかっ た。 こ の

経験の反省から , 第11時 ・ 12時は, 脱力 し ながら ゆっ く

り と 泳 ぐ姿が見 ら れる よ う にな っ た。 そのこ と が, 脱力

に関する記述の割合を, 第11 時の52.4 % ・ 第12時の58.3 
% に上昇 させていた。

「 コ ン ビネ ー シ ョ ン」 に関す る記述は , そ れに取 り 組

ませた第 7 時には87% と高値を示 し た。 第 8 時以降, コ

ン ビネ ーシ ョ ンに関する記述は, 低下傾向 を示 し , 「 キ ッ

ク」 に関す る記述の割合が 「 コ ン ビネ ーシ ョ ン」 に比 し

て高値 を示す よ う にな っ た。 す なわち , 「あお り 足」 に

な ら ない よ う に足の裏で し っ かり 水 を蹴 る こ と を意識 し

てキ ッ クす るこ と に関す る記述が多 く 見 ら れるよ う にな っ

た。

( 2 ) 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 が 3 分で き な

い , ま たは 「平泳ぎ」 で25m 泳げない児重の気づき

B 群の児童の記述におい て特徴的な点は, 15 m を初め

て泳い だ第 9 時以降 , 「 プル」 に関す る記述が高値 を示
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し たこ と であ る。 A 群に比 し て手で推力 を生みだそ う と

する と と も に, 25m に挑戦し た第10時 ・ 11時に 「 プル」

に関す る記述が 「脱力」 に関す る ものよ り も高値 を示 し

た。 しかし , A 群の児童では, 終始 「脱力」 の方が高値

を示 し た。 こ れらのこ と から , B 群の児童は 「脱力」 と

「 プル」 は別 と 捉え てい る と 読み取 ら れた。 こ の背景に

は, 呼吸 を繰り 返 し てのだ るま浮き で 2 分の壁 を乗り 越

え ら れないでい たこ と があ る と 考え ら れた。 す なわち , 

力 を抜い て腕の動作 を上手に使 っ て息継 ぎの時には深い

呼吸 をす る と い う 動き が充分に習得 さ れてい ない こ と が

要因 と 考え ら れた。 し たがっ て, 脱力の徹底 と呼吸確保

のための プル動作の習得の必要性が改めて示唆 さ れた。

( 3 ) つまずきの類型化

「呼吸 を繰り 返 し てのだ るま浮き」 が 3 分続け ら れな

い , または 「平泳ぎ」 で25m 泳 ぐ こ と ので き なかっ た B 
群の児童のつまずき を整理 し , 指導の留意点 を明 ら かに

す る こ と は , 全員の技能習得 を保障す る 力リ キ ユラ ムの

構築にせま る こ と にな る。 そこ で , 図 1 の 0 で示す I 群

~ IV群の特徴について考察 し た。

1 ) I 群の特徴

I 群は, 「平、泳ぎ」 で25m、泳げたが, 「呼吸 を繰り 返 し

てのだるま浮き」 が 3 分でき なかっ た 2 名の児童であ る。

この 2 人に共通し てい るこ とは, なんと か25m 泳ぎ切っ

たが, 脱力 し て ゆっ く り 進み, 上手に腕 を使 っ て呼吸 を

確保す る技能が身 につい てい なかっ たこ と であ る。 し た

が っ て , 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま 浮き」 におい て , 



教育内容の明確な普遍的体育科カリ キュ ラムの確立に向けて ( IV 

脱力するこ と ・ 呼吸確保のための腕の使い方 を充分習

さ せる必要があ っ た と 言え る。

2 ) II 群の特徴

得

II 群は, 「呼吸 を繰り 返 し てのだ る ま浮き」 は 3 分で

き るが 「平泳ぎ」 の泳距離は25m に満たない児童である。 

こ の児童の泳 ぎの特徴は, 充分水 を捉え たキ ッ ク を習

得す る まで には至 っ てい なか っ たこ と にあ っ た。 そのた

め , 泳 ぎの途中か ら キ ッ ク と プルの コ ン ビネ ー シ ョ ンが

う ま く いかな く なり 15m しか、泳げ なか っ た。 c 児 には , 

足の裏で水 をつかんで し っかり と 「キ ッ ク」 で き るよ う

にす るこ と に加え , 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」

が 3 分で き るのだか ら , 「疲れた ら だ るま浮き で浮い て

いて も いいよ」 と声 をかけ てやり , 何分かけ て も25m 泳

げ る よ う に さ せてやる指導者の配慮が必要で あ っ た と 考

え ら れた。

3 ) m 群の特徴

m 群は, 「呼吸 を繰 り 返 し てのだ る ま浮き」 を30秒以

上でき るが 2 分未満, 泳距離が20m 以下の 3 人の児童で

あ る。

D 児は, 「平泳ぎ」 18m , 「呼吸を繰り 返し てのだるま

浮き」 1 分17秒であっ た。 E 児は, それぞれ15m , 40秒

であ っ た。 また, F 児は, 13m , 1 分33秒であ っ た。

こ の 3 人の共通点は, 「浮 く まで待てない」 こ と であ っ

た。 すなわち , 3 人と も呼吸が し に く い状態で無理に呼

吸 を し よ う とするため, 深い充分な呼吸ができ ていなかっ

た。 加え て , 充分水 を捉え ら れないキ ッ クの実態 も みら

れた。 し たが っ て , こ のm 群におい て も I 群 と 同様に , 

脱力 と呼吸確保のための腕の使い方の習得が最重要課題

と 考え ら れた。

4 ) IV群の特徴

IV群の 1 名 (G児) は, 「平泳ぎ」 6 m, 「呼吸を繰り

返 し てのだ るま浮き」 15秒であ っ た。 こ の児童は, 幼少

時に耳栓 を し て プールに入 っ たが, 中耳炎と な り 鼓膜が

破れ, 耳が痛 く な っ た経験 を有 し , 水に対 し て極度の恐

怖感のある児童であ っ た。 本児童の 2 年生時の記録を見

る と , だ る ま浮き が数秒で き る程度で あ っ た。

こ れら のこ と が事前にわか っ ていたので , 5 月の保護

者面談において, 保護者に 「お風呂の洗面器で顔 を水に

つけ る練習 をす る」 「 お風呂で頭 を、洗 う ・ シ ャ ワ ー を浴

びる」 こ と をた く さ ん経験 さ せ, 水に慣れさ せる こ と を

依頼 し た。 保護者に頭からの シ ャワーやお風呂での顔付

け な ど, 水に触れる 機会 を た く さ ん設け てい た だい た結

果, 単元序盤から積極的に浮こ う と す る姿, また, 平泳

ぎで泳ごう とす る姿が見 られたこ と は, 大き な前進であ っ

た。 しか し , 本実践ではこ の ト ラ ウマ を克服す るこ と は

で き ず, 課題と し て残 さ れた。 こ のよ う な事例では, 何

らかの心理療法 を適応す る必要性が感 じ ら れた 0 
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「だるま浮き」 から 「平泳ぎ」 へ移行する学習過程は, 
「呼吸 を繰り 返 し てのだ る ま浮き」 で呼吸が 5 回以上で

き , 「平泳ぎ」 で15m 以上泳げた児童の割合 を93.1% と
した。 また, 29名中24名 (82.8%) の児童を25m 泳げる

よ う にで き た。 し たが っ て , 一実践から の結果ではあ る

が, 平成元年指導要領作成時に言われていたよ う に, 3 
年生から 「水泳」 領域を設定す る こ と が可能であ る と考

え ら れた。

ま た , 児童の認識の変 遷は , 「脱力 プル キ ッ ク

コ ン ビネ ーシ ヨ ン」 の順に高ま り が見 ら れ, 本単元計画

と 子 ども の学 びの プロ セ スにズ レは見 ら れず , 実践 カ リ

キ ュ ラ ムと し ての有効性が認め ら れた。

一方, 「呼吸 を繰り 返 し てのだ るま浮き」 が 3 分で き

ない , あ るいは 「平泳ぎ」 が25m 泳げない児童の気づき

の変遷から , 単元前半 に , 呼吸確保のための プルを充分

に習得 さ せ る こ と が課題 と 考え ら れた。 換言す れば, 
「だるま浮き」 で 2 分の壁 を破り , 3 分でき るよ う にな っ

てから , 次の段階に学習 を進めるのがよい と 考え ら れた c 

こ れが達成でき れば, 全員 を25 m 泳げ さ せ得たと推察 さ

れた。 さ ら に , 2 年生までの水遊 びで , こ れを達成 し て

おけば, 3 年生から 「水泳」 領域と するこ とは充分可能

で あ る と 考え ら れた。

なお , 平泳ぎの推力は基本的に プルよ り も キ ッ クによ っ

て創出 さ れてい る こ と , ま た , 水 を捉え た キ ッ ク の習得

は難 し い こ と がこ れまで に も指摘 さ れてい る。 し たが っ

て , キ ッ ク動作の効率的 な習得法の確立につい ては , 今

後の課題であ る。 

IV. 要約
3 年生の児童29名を対象に 「だるま浮き」 から 「平泳

ぎ」 へ移行する12時間の単元 「 プカ~ ンと 浮いて進もう ! 」
を作成 し , その成果 を検討 し た。

1 ) 水泳を習得 し たと評価でき る , 呼吸 を繰り 返 し て15
m 以上泳げた児童は93.1% と高値 を示 し た。 また, 29
名中25名 (82.8%) の児童を25m 泳がせるこ とができ

た。

2 ) 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 が 3 分でき , 「平

泳ぎ」 で25 m 泳げた児童は, 単元序盤で プルを呼吸確

保のために機能 さ せる こ と を習得 し , 単元後半には, 
脱力 し ながら プルで呼吸 を確保 し , キ ッ クで推力 を生

み出す と い う 動き と 認識ので き てい る こ と が認め ら れ

た。 一方, 「呼吸 を繰り 返 し てのだるま浮き」 が 3 分
でき ない, または 「平泳ぎ」 で25m 泳げない児童は, 
「脱力」 と 切 り 離 し て 「 プル」 で推力 を生み出そ う と

す る傾向が見 ら れた。 し たがっ て, 脱力の徹底 , プル

を呼吸確保のために活用す るこ と を単元前半に充分に

習得 ・ 理解 さ せてお く 必要があ る と 考え ら れた 0 

3 ) 本単元計画は, 態度測定の結果, 18項目中14項目が
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男女 と も に共通 し て標準以上の伸 びを示 し , 単元後の

態度得点は男女 と も 「高い レベル」 , 授業の成否は男

女と も に 「成功」 と診断 さ れ, 体育授業に対す る愛

度 を高め得た と 評価 さ れた。 

好

4 ) 「 よい授業への到達度調査」 の 「情意」 「技能」 「認

識」 「社会的行動」 の 4 項目は, いずれも単元 を通 し

て85%以上の好意的反応 を示 し た。 ま た , 「認識」 の

記述内容の変遷と 学習過程にはズレは見 ら れなかっ

すなわち , 子 どもの認識の変容は, 「脱力 プル

た。 

キ ッ

ク コ ン ビネーシ ヨ ン」 の順に変遷 し , 「浮 く 」 「呼吸

の確保」 次いで 「推力」 を創出す る順序で作成 し た学

習過程は, 3 年生児童に適合す る実践カ リ キュ ラ ムで

あ る こ と が認め ら れた c 

注

1 ) 後藤 ら (1992) は , 学習の 「適時期 (Optimum
Time)」'4) を図 4 に示すよ う に, 「感覚的 ・ 運動的 ・ 動

機づけ ・ 心理的な受け入れの能力等が最高の状態で存

在 し , 学習効果が最も大き く 出現す る時期」 と し てい

る。 
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2 ) 水難事故の90% は, 背の立つ所で起こ っ てい る '5) c 
それは, 水中では浮力の関係で空間定位が し難 く , 背

の立つと こ ろで も重力の方向ではな く 足 を斜めに伸ば

し て し まい , 足がつかない深い場所 と 錯覚 しパニ ッ ク

にな るから であ る。 し たがっ て , 水中での立ち方の指

導が必要に な る。 本実践では, だ るま浮き の後は, 水

を少 し下に押 さ え ながら重力線の方向に立つこ と がで

き るよ う になるこ と を安全教育の一環と し て指導し た 0 
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